
法
隆
寺
献
納
宝
物
に
、
白
檀

び
ゃ
く
だ
ん

の
香こ

う

木ぼ
く

が
二
本
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ

に
、
刻
銘
、
焼
印
、
墨
書
が
の
こ
る
。

こ
れ
を
調
査
し
た
歴
史
学
者
東
野
治

之
さ
ん
（「香
木
の
銘
文
と
古
代
の
香

料
貿
易
」『遣
唐
使
と
正
倉
院
』岩
波

書
店
）は
、
刻
銘
は
古
代
ペ
ル
シ
ア
語

の
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
文
字
、
焼
印
は
ソ
グ

ド
文
字
だ
っ
た
こ
と
、
墨
書
は
書
体

と
年
号
か
ら
七
・
八
世
紀
の
日
本
の

も
の
で
、
そ
の
舶
載
が
天
平
宝
字
五

（七
六
一
）年
以
前
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ

れ
ら
の
事
実
か
ら
、
経
路
は
熱
帯
ア

ジ
ア
原
産
の
白
檀
が
、
ペ
ル
シ
ア
人
や

ソ
グ
ド
人
の
中
継
貿
易
に
よ
り
内
陸

か
南
海
を
経
由
し
て
中
国
に
い
た
り
、

そ
こ
か
ら
法
隆
寺
に
達
し
た
こ
と
、

を
つ
き
と
め
た
。 

で
は
、
中
継
貿
易
に
か
か
わ
っ
た
、

ソ
グ
ド
人
と
は
い
っ
た
い
ど
ん
な

人
々
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

そ
の
故
里
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
。
そ
こ
は
五
〇
〇
〇
ｍ

級
の
山
々
に
は
さ
ま
れ
た
乾
燥
地
帯

に
、
大
河
ザ
ラ
フ
シ
ャ
ン
川
が
な
が
れ

る
、
穀
物
、
野
菜
、
そ
れ
に
葡
萄
な
ど

果
実
の
ゆ
た
か
な
地
。
こ
こ
が
ソ
グ

ド
の
地
、
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
。
こ
こ
か
ら

ベ
ダ
ル
峠
を
越
え
れ
ば
、
タ
ク
ラ
マ
カ

ン
砂
漠
。
ペ
ル
シ
ア
と
中
国
を
む
す
ぶ

東
西
の
大
動
脈
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。 

中
央
ア
ジ
ア
出
土
の
文
献
な
ど
を

研
究
す
る
吉
田
豊
さ
ん
（『ソ
グ
ド
人

の
美
術
と
言
語
』臨
川
書
店
）に
よ
れ

ば
、
ソ
グ
ド
の
名
は
、
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝

ペ
ル
シ
ア
の
王
ダ
レ
イ
オ
ス
一
世
（在

位
前
五
二
二
～
四
八
六
年
）の
碑
文

に
ペ
ル
シ
ア
の
属
州
の
一
つ
、

su
g
(u

)d
a

と
し
て
は
じ
め
て
あ
ら
わ

れ
る
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
（
前
五
世
紀
）
の

『歴
史
』に
は
、sog

d
o
i

と
あ
る
。
古

代
イ
ラ
ン
語
資
料
『
ア
ヴ
ェ
ス
タ
ー
』

は
、
最
高
神
ア
フ
ラ
マ
ズ
ダ
ー
が
創
造

し
た
国
々
と
し
て
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教

徒
の
理
想
郷A

iry
a
n

a
 V

a
e
ja

h

に
つ

い
で
二
番
目
に
ソ
グ
ド
を
あ
げ
る
。 

前
三
二
九
年
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
が

そ
の
主
邑
マ
ラ
カ
ン
ダ
、
今
の
サ
マ
ル

カ
ン
ド
を
制
圧
す
る
。
そ
し
て
そ
の

地
の
娘
、
ロ
ク
サ
ネ
と
結
婚
す
る
。
き

っ
と
色
白
で
彫
り
が
深
く
、
巻
毛
で

碧
眼
の
美
し
い
女
性
だ
っ
た
ろ
う
。 

六
三
〇
年
に
、
玄
奘
が
見
た
そ
の

地
は
、
ザ
ラ
フ
シ
ャ
ン
川
の
潅
漑
で
、

農
地
は
ゆ
た
か
で
、
都
市
に
は
貴
族
、

商
人
・職
人
が
住
み
、
諸
国
の
産
物
が

集
ま
り
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。 

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
・ペ
ン
ジ
ケ
ン
ト
遺

跡
で
は
、
多
く
の
邸
宅
か
ら
、
美
し
い

極
彩
色
壁
画
が
見
つ
か
っ
た
。
当
時
の

ソ
グ
ド
の
ゆ
た
か
で
自
由
な
オ
ア
シ

ス
都
市
の
空
気
を
、
今
に
伝
え
て
い
る
。 

さ
て
、
古
代
ペ
ル
シ
ア
の
碑
文
に
、

ス
ー
サ
の
宮
殿
を
飾
る
ラ
ピ
ス
ラ
ズ

リ
と
紅
玉
髄
は
、
ソ
グ
ド
人
が
も
た

ら
し
た
と
あ
る
。 

敦
煌
で
は
、
四
世
紀
に
さ
か
の
ぼ

る
ソ
グ
ド
文
字
の
手
紙
が
八
通
見
つ

か
っ
て
い
る
（『Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
文
明

の
道
③
』Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）。
そ
の
な
か
に
、

「胡
椒
二
五
〇
〇
を
送
る
準
備
が
整

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
楼
蘭
ま
で
絹

を
買
い
出
し
に
出
か
け
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
」、
と
あ
っ
た
。
六
世
紀
中

国
の
歴
史
書
『周
書
』に
、
「吐
谷
渾

と
よ
く
こ
ん

の

外
交
使
節
団
を
と
ら
え
て
み
た
ら
、

な
ん
と
そ
の
な
か
に
は
胡
商
（
ソ
グ

ド
人
商
人
）二
四
〇
人
、
駱
駝
六
〇

〇
頭
が
い
た
。
そ
し
て
、
生
糸
、
絹
は

万
を
も
っ
て
数
え
る
」と
あ
っ
た
。
ま

た
隋
唐
時
代
で
は
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン

砂
漠
の
北
東
に
位
置
す
る
高
昌
国
故

城
で
売
買
文
書
が
見
つ
か
り
、
そ
の

八
八
％
の
取
り
引
き
に
ソ
グ
ド
人
が

か
か
わ
っ
て
い
た
。 

日
本
史
学
者
福
島
恵
さ
ん
（『東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
ソ
グ
ド
人
』汲
古
書
院
）

に
よ
れ
ば
、
ソ
グ
ド
人
は
ペ
ル
シ
ア
と

中
国
を
行
き
来
し
た
だ
け
で
は
な
い
。

渤
海
に
も
、
南
シ
ベ
リ
ア
を
と
お
る

「黒
豹
の
道
」が
通
じ
て
い
て
、
ソ
グ
ド

人
が
そ
の
交
易
路
と
し
て
い
た
。 

ま
た
鑑
真
が
い
た
龍
興
寺
の
あ
る

揚
州
は
、
当
時
唐
第
一
の
物
流
の
集

散
地
、
ソ
グ
ド
商
人
が
多
く
集
ま
る

港
街
だ
っ
た
。
唐
招
提
寺
の
四
代
目

住
職
安
如
宝
は
、
鑑
真
に
し
た
が
っ
て

来
日
し
た
ソ
グ
ド
人
僧
で
あ
っ
た
。 

ソ
グ
ド
人
は
、
広
大
な
交
易
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
、
世
界
各
地
の
物
と
知

を
は
こ
ん
だ
。
正
倉
院
宝
物
に
は
、

き
っ
と
遣
唐
使
が
ソ
グ
ド
商
人
か
ら

手
に
入
れ
た
物
が
紛ま

ぎ

れ
こ
ん
で
い
る
。 

 
 
 
 
 

（天
理
大
学
客
員
教
授
） 

続 
文
化
は
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今
に
生
き
る 

ソ

グ

ド

の
人
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